



























eyの 1/3､2/3を各 1回､芯材の0･25%歪を 1回､0･5%歪
(層聞変形角 IBOO相当)､0.75歪を各2LEIL､I.0%歪(眉間
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試験体 載荷履歴 芯材 の最終状態 鋼種
LY2P25-ll 3.0%歪8回 目 -弱軸 の局部 変形 LY225
LY2P56-ll 3.0%歪8回 目 弱軸 の局部 変形 LY225
LY2P93-6 3.0%歪7回 目 引張破断 LY225
LYIP105-6 3.0%歪1回 目 引張破断 LYー00
SN4P23-日 l2一5%歪2回 目 弱軸 の局部 変形 SN4008
表 1 試莞奏体一覧
試隻実体名 芯材 拘束材 P【/P,
銅種 悼 厚さ Amm2 幅厚比 Uy Py 幅 高さ LXー04 PEmm mm ～/m 2 kN mm mm 1mm kN
LY2P25-1ー LY225 176 ー6 2816 ll 221.1 622.6 203.2 41 422.8 1548 2.5
LY2P56-日 LY225 176 16 28ー6 ll 221.1 622.6 203_2 6ー 947_6 3469 5.6
LY2P93-6 LY225 105 16 1680 6.6 221_1 371.4 203.2 61 947.6 3469 9.3
LYIP105-6 LY100 105 16 1680 6.6 87.8 147.5 203_2 4ー 422.8 ー548 10.5
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試験体 巾 EtkN.ITl 山J PykN 6yXl0-3m
LY2,P25-ll 524 ー450 1316 622.6 1.77
LY2P56-ll 547 1457 ー368 622.6 1.7ー
LY2P93-6 595 836 ー442 371.4 一.56
LYIP105-6 791 347 3559 147.5 0.66
SN4P23-lll 177 698 362 813.8 2.07
LlP105-6
lP之5=_l◆ LYZPre_I_,u…_=_トー- u LY2P93-
◆
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体の 即 まLY2P25-I1試験体の lI2程度であった｡
5.性能評価




エネルギー巳を芯材の降伏荷麓 Py と弾性限界変形塵 8_Y
を乗 じた値で除 したものであるOよって､LY2P9 3-6試験
体のE.がLY2P25-11試験体とLY2P56-11試験体より小さ
いにも関わらず Oが大きくなるのは､芯材の降伏荷重と
弾性限界変形蚤が小さいからであるoLYIP105-6試験体
についても同様で､巳が小さいにも関わらず cL)は大きな
値となる｡ また､LY2P25-11試験体からLY2P5611試験
体と LY2P93-6試験体へと拘束力を高めたのにも関わら
ず ojと申 こ大きな差が見られなかったことから､これ以
上拘束力を高めても引張破断することが考えられるC
6.結
芯材の鋼橋を低降伏点鋼に変えた座屈拘束ブレースの
軸方向我荷実験を行い､以下に示すことが分かったO
(I)芯材に LY225を用いた試験佃 こおいて､PdPy-2.5以
上での性能は一定値を示す｡
(2)芯材にSN400Bを用いた既往の性能評価式では表すこ
とが出来ないことから､今後､芯材に低降伏点鋼を用
いた座屈拘束ブレースについてさらに研究を進める
必要があるで′
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